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< 組合せ >

例1 5 個のアルファベット a, b, c, d, e から 3 個えらんで 1 つの組を作る。このとき
{a, b, c}, {a, b, d}, {a, b, e}, {a, c, d}, {a, c, e}, {a, d, e}, {b, c, d}, {b, c, e}, {b, d, e}, {c, d, e}

の計 10組できる。一方並べる順も考えると以下のように 60通りできる。

従って並べる順を考えない組の総数は

5P3
3!

=
5× 4× 3
3× 2× 1 = 10(組)

になる。

一般に n個のものから r個とり出して 1つの組にしたものの総数を nCr と書くと

nCr =
nPr
r!

=
n× (n− 1)× · · · × (n− r + 1)

r × (r − 1)× · · · × 1

µ
n個のものから r個とった
組合せの総数

¶
となる。

問1 10人から 4人のリレー走者を選ぶ。

(1) 走る順番を考えると何通りできるか？

(2) 走る順を考えないで，ただ 4人の組を作るときは何組できるか？

例2 図 1のような道がある町でA地点からB地点へい
たる最短経路は何通りあるかを考える。
Aから Bへ行くには東へ 3区画，北へ 2区画進ま
ねばならない。その経路は東 (3個)，北 (2個)の
並びで表される。

5C3通り

⎧⎪⎪⎪⎨⎪⎪⎪⎩
東 東 東 北 北 · · · A→ C→ Bの道順
東 東 北 東 北 · · ·

...
北 北 東 東 東 · · · A→ D→ Bの道順

よって最短経路は 5C3 = 10通り。

問2 図 2のような道でA地点から出発し，南へ進む。Bか
ら Gの各地点へいたる最短経路は何通りあるか。そ
れぞれの地点について計算し，BからGの記号の下に
“何通り”かを記せ。


